和歌山県緊急雇用創出事業臨時特例基金活用事業

「外国人FIT観光客街歩きガイドブック多言語化事業」概要
１．事業目的
　　現下の雇用失業情勢に鑑み、和歌山県緊急雇用創出事業臨時特例基金を活用し、団体旅行からFIT（個人型観光）に移行が進む海外からの観光客を更に取り込むため、高野・熊野に高い関心を寄せる欧米豪の中でも、英語のツールでは効果が薄く、自国語のツールが非常に有効な手段となる市場、フランス・スペインを対象にガイドブックの更なる多言語化事業を実施することで、雇用機会を創出し失業者の就労支援を図る。
２．予算額
　　５，９９９，７００円（消費税及び地方消費税を含む。）

３．業務の概要
　外国人FIT観光客街歩きガイドブック多言語化（英・仏・西）業務
　

４．契約・委託業者の選定

　（1）契約方法

　　　公募型プロポーザル方式による随意契約　
※地方自治法施行令第167条の2第1項第2号

　（2）随意契約理由
　　　　先に作成している外国人ＦＩＴ観光客街歩きガイドブック（３言語併記：英・中・韓）を多言語化（３言語併記：英・仏・西）するにあたり翻訳能力を評価する必要があるとともに、観光地施設情報の更新・追加を行うことでレイアウトの編集が必要となるためデザイン力・企画力を評価する必要がある。
このため、単に価格のみを選定基準とする競争入札には適さないため公募型プロポーザル方式の随意契約とする。

５．審査基準
　仕様書に別途記載する企画提案の内容について、次の点に着目して審査を行うものとする。
　次の（１）、（２）①・②、（３）、（４）の配点割合は３対３（１.５・１.５）対３対１とする。
　　（１）提案された「新規雇用する予定労働者（４名以上）」が当該業務を安定的に遂行できるものであると認められるか。

（２）①提案された「ガイドブック及び類似物の翻訳実績（フランス語）」が当該業務を安定的に遂行できるものであると認められるか。
　　　　　※フランス語のもので公共団体発注のものを優先的に提案。
　　　　　②提案された「ガイドブック及び類似物の翻訳実績（スペイン語）」が当該業務を安定的に遂行できるものであると認められるか。

　　　　　※スペイン語のもので公共団体発注のものを優先的に提案。
　　（３）提案された「ガイドブックの校正実施方法」が当該業務を安定的に遂行できるもので
あると認められるか。
　（４）提案された「ガイドブック及び類似物の作成実績」が当該業務を安定的に遂行できるものであると認められるか。
　　　※公共団体発注のものを優先的に提案。
６．委託業者決定までの流れ

９月２５日　　公募開始

１０月　４日　　公募内容に関する質問の受付期限

１０月１５日　　企画提案書提出期限
１０月１８日　　審査会開催
１０月２１日　　委託業者の決定

１０月２４日　　業務委託契約
委託業者において新規雇用者の募集・採用
